
 

 

  

風の子便り 
KAZENOKO DAYORI 滋賀大学教育学部附属幼稚園 

 天高く馬肥ゆる秋。空は突き抜けるほどに高く、

青く澄み切っています。見上げた空から地平に少し

ずつ目線を動かすと、青に白みがかかっていくこと

に気が付きます。なんでだろう…。そしてぽっかり

と浮かぶ月が白いことにも気が付きます。「なんで 

黄色じゃないの？なんでお昼やのに見えるん？」 

 なぜ？と思ったことに対して自分なりの理由を見

つけようと考える。ファンタジーさがあってもそれ

がいい。自然との出会いが問いを立てる力や論理的

思考力を育む。そして、私も肥ゆる秋…なぜだ…？ 

行楽の「秋」～バス遠足～ 

 ３歳児は「春日山公園」、４歳児は「琵琶湖博

物館」、５歳児は「京都水族館」秋のバス遠足を

無事に終えることができました。「行ったことが 

ある！」場所でも先生や友達と一緒に行くこと

は格別にうれしかったようで、帰りのバスまで 

ずーっとワクワクしていた子供たちでした。 

 行楽の秋ですので、ぜひ！ご家族でも一緒に

出かけていただきたいと思います。友達と一緒

に見たものや遊んだこと。家族に聞いてもらい

たいこと、もっと見たかったこともあるかもし

れません。公共交通機関や施設でのマナーを学ぶ

こともできるのではないかと期待します。歩くか

らこそ見えたり気づいたりすることもあります。 

 季節の移り変わりを感じることができる豊か

な自然に身近に触れることができる滋賀。比良

比叡、湖南アルプス、湖岸、寺社など、秋なら

ではの美しさや風情を満喫できる場所がいっぱい 

です。まさに Sence of wonder. な秋ですよ！ 

実りの「秋」～いもほり～ 

 子供たちが世話をしてきたサツマイモのツル

がぐんぐんとのびて、そろそろ収穫の時期。 

もう少し大きくなるかもしれないし、でも虫

やモグラさんが食べちゃうかもしれないし…。 

 力を合わせてツルを引いて！土を掘って！ 

たくさんのサツマイモを収穫しました。 

 栽培、いわゆる「農」は生命の循環を支える

暮らしです。育てる‐収穫する‐食べる‐土に還る。

これらの取組は、本園の特色ある教育活動の 

一つでもあります。 

 昨年度は担任のアイデアで、中学校のバザー

に出品し、収益を次の作物のタネを購入する 

資金に充てるという取組もあり、さらに価値の

ある取組となりました。今年も楽しみです。 

 ５歳児は特別支援学校との交流でイモ掘りを

体験しました。ビオトープには少しですが稲が

穂を垂らしています。「人は食べたものでできて

いる」身近に「農」がある暮らしは大切です。 

琵琶湖博物館にて。琵琶湖に潜って魚を見ているよう…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   地域の運動会に出場しました。我が町はおそろいの T シャツで参加します。競技を終えて帰ってきた選手をトンネルとハイタッチでねぎらいます。 

   今年は大縄跳びで大会新記録を出して特別賞をもらいました。ターナー（回し手）はワタクシ。いつも愛情をもって回しています。 

   どんな秋をお過ごしですか？ 

おなまえ                      

      ようやく秋らしく、過ごしやすい日が続くようになりました。 

スポーツの秋、行楽の秋と、皆さん楽しんで充実の秋を過ごされているようです。 

あ！！！食欲の秋を忘れていました！子供たちはますます元気いっぱいに過ごしています！ 

～副園長のおしゃべり～ 

 2024 ノーベル平和賞に、日本原水爆被害者団体協議会が選出されました。ノーベル委員会の委員長 

フリドネス氏は「記憶を生かし続けることで、私たちはより良い未来に向かって努力することができる。

私たちはそう信じています」と語ったそうです。この言葉には「そうだ！」と、強く思いました。 

絶対にしてはいけないこともしてしまってきた（今も変わらずし続けている）人々にとってとても大切

なメッセージだと思いました。どんなに優れた叡智を持ち合わせようとも、過去の過ちを省み、過去から

学ぶことがなければ、真に豊かな未来を願うことは難しい。SDGｓや人権教育と重ねてそう思います。 

記憶は、目の前のこと未来のことを想像する力のもとであり、誰しもが自身の行動を判断する根拠に 

していると思うのです。「やってみること」「次に生かすこと」そこに「知恵」が生まれるのだと思います。 

５歳児のお友達は特別支援学校のお兄さん

お姉さんいもほり交流。一緒に掘ったおいもを

分けっこしました。ありがとうございました！ 

運動会を終えて、毎年まちがいなく始まる 

４歳児のリレーごっこ。ルールも走り方もよく 

見ていたようです。まあまあサマになっています。 

３歳児のバス遠足は春日山公園。とても 

安全に遊べる公園で子供たちはやりたい遊具

をどんどん楽しんでいました。堅田にあります！ 

ペンギンの給餌をみたりサンショウウオに驚いた

り！「おー！あがってきたー！」ゴマフアザラシの

気まぐれに歓声を上げる５歳児。京都水族館 

築山で一心不乱にフープを転がす４歳児 

「ころがす」という遊びはなぜこんなにおもしろい

のか。試行と工夫が成功につながる遊びです。 

おいも掘りと言われても３歳児の目にはツル 

しか見えておりませんので、とにかく引っ張って

みますと…「おいもがついてきた～！」やった！ 

季節のアルバム 

 


